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地
域
の
方
々
が
お
互
い
に

支
え
合
う
街
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、

地
域
や
福
祉
へ
の
理
解
と
関

心
を
高
め
、
や
さ
し
さ
や
思

い
や
り
を
実
際
の
行
動
に
つ

な
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
に
は
、
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
、
子
育
て
中
の
若
い

親
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、

見
守
り
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た

支
え
を
必
要
と
し
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
た
ち
を
地
域

全
体
で
支
え
る
た
め
、
地
域
の

見
守
り
、
声
か
け
等
の
充
実

な
ど
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
支
え
あ
う
安
全
な
暮
ら
し

2014.5
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地域で守ろう！子どもの笑顔

　市では、小学校や保育園、幼稚園などの登下校における安全
確保のため、青色回転灯付パトロールカー（通称 : 青パト）で
の巡回を実施しています。
「安心して通学できるよう、毎日みんなを見守っています」と
話す巡回員の向山正俊さん（写真左）と曽雌富夫さん（写真右）。
■お問い合わせ
　総務課防災交通担当　（内線 339・399）

青パトでみんなを見守っています！

　入学式から１ヶ月が経とうとしています。新入学児童は、これまで家族や周りの大人に守られて暮らして
いましたが、少しずつ通学や外遊びなどを通じて、子どもたちだけや自分ひとりで行動することを学んでい
きます。
　しかし、全国的にも通学途中の事故や事件などが相次いでいることから、子どもたちの安全を守るための
取り組みが重要になってきています。
　子どもたちの安心で安全な暮らしをまもるため、「家族」「学校」そして「地域」が連携して取り組みましょう。

　　危険な場所や逃げる場所を子どもと確認しましょう
　通学路にある交通事故や連れ去りの発生しやすい場所については、一緒に
確認し、近づかなかったり気をつけたりするよう指導しましょう。
　

危険な場所とは……
　☆入りやすいが見通しの悪い空き地など
　☆路地や裏道など人通りが少なく、見通しの悪い道路
　☆交差点、ガードレールや歩道のない道路

　また、何かあったときに逃げ込むことのできる安全な場所である、公共施設や
「子供１１０番の家」や店舗、友達の家なども子どもたちと一緒に確認しておき
ましょう。

　　防犯グッズの活用と取り付け場所の確認をしましょう
　何かあったとき、大声で叫んだりすることは大人でも難しいものです。
　防犯用の笛やブザーを活用するのは効果的ですが、すぐに使えるような場
所に身に着けていなければ、肝心な時に役に立たなくなってしまいます。
　子どもたちと一緒に取り付ける場所も確認してみてください。

　　日頃から積極的に挨拶をしましょう
　家族や教師が一緒にいないとき「子どもを見守る目」となるのが近所の住
人やお店など暮らしている地域そのものです。日ごろから積極的に挨拶をす
るなどして、子どもたちを見守りましょう。

1.

2.

3.

地域の方一人ひとりが地域に関心を持ち、事故や犯罪を寄せつけない地域づくり
への意識を持つことが、子どもたちの安全な暮らしを守る第一歩です。
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市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
梨
県

安
心
安
全
見
守
り
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
高
齢
者
の
健
康
状
態
を
、

携
帯
電
話
の
万
歩
計
機
能
で
見
守

る
「
生
活
リ
ズ
ム
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
」
を
４
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま

し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
内
の
高

齢
者
世
帯
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
に
携
帯
電
話
を
も
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
歩
数
情
報
が
定
期
的

に
自
動
送
信
さ
れ
る
こ
と
で
、
高

齢
者
の
生
活
リ
ズ
ム
を
把
握
す
る

も
の
で
す
。

　

歩
数
な
ど
が
極
端
に
少
な
い
場

合
に
は
、
山
梨
県
安
心
安
全
見
守

り
セ
ン
タ
ー
が
本
人
、
も
し
く
は

家
族
、
友
人
な
ど
に
連
絡
を
し
、

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

■
利
用
対
象
者

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
及
び

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、

携
帯
電
話
の
基
本
操
作
の
で
き

る
方

■
利
用
可
能
携
帯
電
話

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ　

　
　
　
　

ら
く
ら
く
ホ
ン
７

■
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金

市
よ
り
紹
介
を
受
け
た
方
に
つ

い
て
は
無
料
（
※
通
常
の
携
帯

電
話
の
使
用
に
係
る
料
金
は
か

か
り
ま
す
。
ま
た
市
の
紹
介
の

な
い
場
合
に
は
サ
ー
ビ
ス
料
金

が
３
０
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

（
内
線
１
８
０・
１
８
１
）

　

気
象
庁
が
配
信
す
る
緊
急
地
震

速
報
や
韮
崎
市
が
配
信
す
る
避
難

情
報
を
市
内
に
滞
在
し
て
い
る
方

を
対
象
に
メ
ー
ル
で
配
信
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
４
月
１
日
よ
り
開
始

し
ま
し
た
。

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
月
額
使

用
料
・
通
信
料
が
無
料
で
、
事
前

の
登
録
の
必
要
も
な
く
、
配
信
エ

リ
ア
内
の
対
応
機
種
携
帯
電
話
へ

配
信
す
る
た
め
、
市
民
だ
け
で
な

く
通
勤
・
通
学
や
観
光
で
韮
崎
市

内
に
滞
在
中
の
方
に
も
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

■
配
信
す
る
情
報

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
な
ど
の
緊
急
性
の
高

い
情
報

■
配
信
対
象
者

韮
崎
市
の
配
信
エ
リ
ア
内
に
い

る
対
応
機
種
携
帯
電
話
利
用
者

※
未
対
応
機
種
や
受
信
設
定
が
必

要
な
機
種
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
各
携
帯
電
話
会
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
（
内
線
３
３
９・
３
９
９
）

山梨県安心安全見守りセンター山梨県安心安全見守りセンター
万歩計を利用した歩数情報をセンターに自動送信します万歩計を利用した歩数情報をセンターに自動送信します

独り暮らしの高齢者・高齢者のみの世帯独り暮らしの高齢者・高齢者のみの世帯

携帯電話携帯電話
確認・連絡確認・連絡確認・連絡

異
常
時
見
守
り
電
話

異
常
時
見
守
り
電
話

異
常
時
見
守
り
電
話

連絡・相談連絡・相談連絡・相談

歩
数
情
報

歩
数
情
報

歩
数
情
報ご家族ご家族ご家族

携帯電話による
生活リズム見守りサービス

携帯電話による
生活リズム見守りサービス

あ
な
た
の
暮
ら
し
を

見
守
り
ま
す

　ひとり暮らしの高齢者及び高齢者世帯などの
虚弱高齢者が安心して生活をおくれるよう、ふ
れあいペンダント緊急通報装置により、山梨県
安心安全見守りセンターと高齢者を結び、緊急
時の連絡や相談を行うものです。

■お問い合わせ・お申し込み
　福祉課社会福祉担当（内線 180・181）

ふれあいペンダントも
ご利用ください！

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
災
害
情
報
を
い
ち
早
く

2014.5
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韮
崎
市
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

4
月
6
日
、
市
営
総
合
運
動
場

体
育
館
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度

韮
崎
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
志
村
仁
団
長
よ
り
、
各

分
団
の
部
長
及
び
班
長
と
、
今
年

か
ら
新
た
に
消
防
団
の
仲
間
に
加

わ
っ
た
新
入
団
員
へ
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

23
名
の
新
入
団
員
を
代
表
し
、

中
田
分
団
第
1
部
の
宮
澤
健
司
さ

ん
が
宣
誓
を
行
い
、
各
分
団
に
よ

る
訓
練
礼
式
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
、
消
防
団
が
一
丸
と
な
っ

て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

■
辞
令
交
付

○
部
長
辞
令　
　
　
　
　
　

39
名

○
班
長
辞
令　
　
　
　
　
　

46
名

○
新
入
団
員
辞
令　
　
　
　

23
名

部 

長
穂
坂
分
団　
　
　

滝
田
雄
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

大
柴　

行
弘

　
　
　
　
　
　
　

望
月　

由
穂

　
　
　
　
　
　
　

平
賀　

信
一

　
　
　
　
　
　
　

横
森　
　

匡

　
　
　
　
　
　
　

金
澤　

一
男

　
　
　
　
　
　
　

宮
野　

正
己

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

立
哉

藤
井
分
団　
　
　

宮
澤　

昌
治

　
　
　
　
　
　
　

上
野　

幸
司

　
　
　
　
　
　
　

平
賀　

健
太

　
　
　
　
　
　
　

小
澤　

辰
馬

　
　
　
　
　
　
　

小
野　

健
雄

　
　
　
　
　
　
　

原　
　

和
明

　
　
　
　
　
　
　

乙
黒　

康
正

中
田
分
団　
　
　

米
山　

治
良

　
　
　
　
　
　
　

中
嶌　
　

賢

　
　
　
　
　
　
　

古
屋　

博
也

穴
山
分
団　
　
　

小
林　

達
雄

　
　
　
　
　
　
　

堀
内　
　

一

円
野
分
団　
　
　

細
田　

利
和

　
　
　
　
　
　
　

深
澤　

正
司

清
哲
分
団　
　
　

藤
島　

直
人

　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

康
彦

　
　
　
　
　
　
　

功
刀　

弘
幸

　
　
　
　
　
　
　

清
水　

正
紀

神
山
分
団　
　
　

山
本　
　

卓

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

智
也

　
　
　
　
　
　
　

功
力　

貴
矢

旭
分
団　
　
　
　

樋
口　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　

矢
崎　

道
和

　
　
　
　
　
　
　

久
末　

陽
介

大
草
分
団　
　
　

斉
藤　

高
士

　
　
　
　
　
　
　

矢
崎　

一
樹

　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

幸
浩

　
　
　
　
　
　
　

武
川　
　

健

竜
岡
分
団　
　
　

矢
嶋　

紀
彦

　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

武
士

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

照
和

班 

長
穂
坂
分
団　
　
　

名
取　

一
也

　
　
　
　
　
　
　

大
柴　

宏
之

　
　
　
　
　
　
　

廣
瀬　
　

秀

　
　
　
　
　
　
　

木
下　

義
則

　
　
　
　
　
　
　

横
森　

幸
久

　
　
　
　
　
　
　

石
川　

浩
一

　
　
　
　
　
　
　

福
田　

典
和

　
　
　
　
　
　
　

向
山　

恒
貴

　
　
　
　
　
　
　

向
山　

健
一

藤
井
分
団　
　
　

長
田　

浩
之

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

亜
弥

　
　
　
　
　
　
　

中
山　

正
樹

　
　
　
　
　
　
　

小
田
切
雄
司

　
　
　
　
　
　
　

中
込　
　

博

　
　
　
　
　
　
　

黒
澤　

篤
志

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　
　

敦

中
田
分
団　
　
　

小
屋　
　

了

　
　
　
　
　
　
　

髙
添　

喜
治

　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

秀
樹

穴
山
分
団　
　
　

生
山　

秀
樹

　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
繁
男

　
　
　
　
　
　
　

堀
井　

則
明

　
　
　
　
　
　
　

嶋
津
信
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

小
泉　

正
文

円
野
分
団　
　
　

山
本　

雅
也

　
　
　
　
　
　
　

山
形　

拓
也

清
哲
分
団　
　
　

小
澤　

昭
彦

　
　
　
　
　
　
　

水
上　

賢
蔵

　
　
　
　
　
　
　

清
水　

剛
史

　
　
　
　
　
　
　

水
上　
　

翔

神
山
分
団　
　
　

中
田　
　

中

　
　
　
　
　
　
　

依
田　

和
久

　
　
　
　
　
　
　

向
山　

光
太

旭
分
団　
　
　
　

雨
宮　

正
幸

　
　
　
　
　
　
　

小
野　

貴
史

　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

努

　
　
　
　
　
　
　

矢
崎　

好
弘

　
　
　
　
　
　
　

志
村　

肇
則

　
　
　
　
　
　
　

吉
岡　

大
悟

大
草
分
団　
　
　

野
澤　

純
一

　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

和
也

　
　
　
　
　
　
　

岡　
　
　

薫

　
　
　
　
　
　
　

岩
本　

豪
志

竜
岡
分
団　
　
　

矢
嶋　

宏
和

　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

二
生

　
　
　
　
　
　
　

中
島　
　

順

新
入
団
員

韮
崎
分
団　
　
　

島
村　

正
幸

　
　
　
　
　
　
　

北
田　
　

進

穂
坂
分
団　
　
　

峰
岸　

弘
輔

藤
井
分
団　
　
　

松
崎　

貴
宏

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

槙
哉

　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

洋
一

　
　
　
　
　
　
　

平
賀　

健
太

中
田
分
団　
　
　

宮
澤　

健
司

円
野
分
団　
　
　

矢
巻　

利
之

清
哲
分
団　
　
　

小
澤　

健
人

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

甲
平

　
　
　
　
　
　
　

山
本　

真
也

神
山
分
団　
　
　

山
本　

覚
也

　
　
　
　
　
　
　

薮
本　

浩
太

　
　
　
　
　
　
　

今
福　
　

洋

旭
分
団　
　
　
　

久
保
田
直
義

　
　
　
　
　
　
　

藤
巻　

亮
平

大
草
分
団　
　
　

清
水　

正
則

　
　
　
　
　
　
　

佐
　々

享
平

竜
岡
分
団　
　
　

千
葉　

圭
二

　
　
　
　
　
　
　

浅
川　

裕
康

　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

健
人

　
　
　
　
　
　
　

中
島　

理
貴
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韮崎市職員（看護師）を募集します。
採用職種 試験区分 採用者数 採用日 申込受付 試験日 申込資格要件等

看護師 短大卒業 
程度 ５名程度 7 月 1 日 5 月 12 日（月）

～ 5 月 23 日（金）6 月 6 日（金）看護師免許を有する人

※詳細は、市役所ホームページに掲載及び市役所１階受付、市立病院事務局で配布しています『韮崎
市職員（看護師）採用試験案内』をご覧ください。

■お問い合わせ先　　政策秘書課政策人事担当（内線３２５・３２６）

　４月１日から、消費税が8％に引き上げられたことに伴い、所得の低い方や子育て世帯の
方々の、消費の下支えを図る目的で、２つの臨時給付金を支給します。
　※ただし2つの給付金を重複して受給することはできませんのでご注意ください。

消費税の引き上げに際し、所得の低い方の負担を緩和します。

●支給対象者
　平成26年度分の住民税が課税されていない方
　※ただし、課税されている方に生活の面倒をみてもらっている場合及び生活保護の受給者で
　　ある場合は対象外となります。
●支給額
　・１人につき10,000円
　※ただし支給対象者の中で、老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、児童扶養手当、

特別障碍者手当の受給者については5,000円を加算した額が支給されます。
●申請受付開始予定日　6月下旬（市民税の確定後となります）
●６月下旬に対象となる方へチラシや申請書を送付いたします。
●お問い合わせ　福祉課　社会福祉担当　（内線180・181）

消費税の引き上げに際し、子育て世帯の負担を緩和します。

●支給対象者
　次のどちらの要件も満たす方
　・平成26年１月分の児童手当を受給
　・平成25年中の所得が児童手当の所得制限限度額未満
　※生活保護の受給者は対象外となります。
●支給額
　・対象児童１人につき　　10,000円
●申請受付開始予定日　6月下旬
●6月中旬に児童手当現況届に同封して申請書を送付いたします。（公務員を除く）
●お問い合わせ　福祉課　子育て支援担当　（内線173～175・179）

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特別給付金

お知らせします!２つの給付金

2014.5
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市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
の
入
園

料
・
保
育
料
を
補
助
す
る
就
園
奨

励
費
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
補
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、

通
園
先
の
幼
稚
園
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
補
助
対
象

者
及
び
補
助
限
度
額
等
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
下
記
の
表
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
世
帯

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
私
立
幼

稚
園
に
在
園
し
て
い
る
２
歳
児

～
５
歳
児
（
平
成
20
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
を
持
つ
世
帯
。

※
２
歳
児
は
、
３
歳
に
な
る
誕
生

月
か
ら
補
助
対
象
に
な
り
ま

す
。

②
世
帯
の
市
民
税
の
所
得
割
額
が

課
税
区
分
に
該
当
す
る
世
帯
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
て
い
る
場
合
は
控
除
前
の

額
。

※
所
得
割
額
は
世
帯
合
計
額
で
判

定
し
ま
す
。

■
補
助
の
内
容

私
立
幼
稚
園
の
入
園
料
・
保
育

料

■
補
助
区
分
及
び
補
助
限
度
額

　

下
記
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

（
世
帯
の
課
税
状
況
等
に
応
じ
て

の
限
度
額
）

※
保
育
料
等
の
額
が
表
の
補
助
額

に
満
た
な
い
場
合
は
、
保
育
料

等
の
額
が
上
限
に
な
り
ま
す
。

※
２
歳
児
は
、
３
歳
に
な
る
誕
生

月
か
ら
月
割
に
し
た
金
額
が
上

限
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
担
当

（
内
線
２
６
３・
２
６
４
）

市
政
功
績
者
を 

　
ご
推
薦
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
韮
崎
市
表
彰
規
則
に

基
づ
き
、
市
に
功
績
の
あ
っ
た
方

（
団
体
等
）
を
対
象
に
毎
年
、
市

長
よ
り
市
制
施
行
記
念
式
典
時
に

表
彰
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
は
、
市
制
施
行
60
周
年

の
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
や
団
体
で
長
く
ご
活
躍
・
ご

貢
献
さ
れ
て
い
る
方
（
団
体
等
）

な
ど
も
広
く
表
彰
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
表
彰
に
ふ
さ
わ

し
い
ご
功
績
等
が
あ
る
方
（
団
体

等
）
を
ご
存
知
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

推
薦
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
場

合
は
規
則
に
基
づ
き
、
市
表
彰
審

査
委
員
会
等
を
経
て
表
彰
が
決
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
表

彰
者
と
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

表
彰
基
準
・
推
薦
方
法
等
、
詳

細
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
推
薦
期
限

　

５
月
30
日
（
金
）

■
推
薦
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

政
策
秘
書
課
秘
書
担
当

（
内
線
３
２
３・
３
２
４
）

幼稚園就園奨励費補助限度額

課税区分（世帯合計）

補助限度額(園児一人あたりの年額）

兄・姉が小学校１～３年に
いない場合

兄・姉が小学校１～３年に
いる場合

在園中の
第１子

在園中の
第２子

在園中の
第３子以降

在園中の
第２子

在園中の
第３子以降

① 生活保護世帯 229,200円 268,000円 308,000円 249,000円 308,000円

② 市民税非課税世帯 199,200円 253,000円 308,000円 226,000円 308,000円

③ 市民税の所得割が非課税世帯 199,200円 253,000円 308,000円 226,000円 308,000円

④

市民税の所得割額が34,500円に
(ア)、(イ)を加えた金額以下の世帯
(ア)16歳未満の扶養親族の数×
21,300円
(イ)16歳以上19歳未満の扶養親族
の数×11,100円

115,200円 211,000円 308,000円 163,000円 308,000円

⑤

上記に該当せず、市民税の所得割が
171,600円に(ウ)、(エ)を加えた金
額以下の世帯
(ウ)16歳未満の扶養親族の数×
19,800円
(エ)16歳以上19歳未満の扶養親族
の数×7,200円

62,200円 185,000円 308,000円 114,000円 308,000円
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表 2

表 1

　
身
体
等
に
障
が
い
が
あ
り
、【
表

１
】・【
表
２
】
に
該
当
す
る
方
は
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
り
ま

す
。（
た
だ
し
、
普
通
自
動
車
で
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

　

ま
た
、
手
帳
要
件
に
該
当
す
る

障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
な
ど
で
、
通
学
・
通
院
の

た
め
に
常
時
介
護
を
す
る
方
が
運

転
す
る
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
減
免
の
手
続
き

＊
昨
年
度
申
請
を
し
た
方

　

昨
年
度
に
減
免
の
申
請
を
さ
れ

た
方
は
、
本
年
度
以
降
申
請
内
容

に
変
更
が
な
い
限
り
、
毎
年
度
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
昨

年
度
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
）

＊
今
年
度
新
た
に
申
請
す
る
方

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
ら
納
付
す
る
前
に
、
５

月
26
日
（
月
）
ま
で
に
税
務
課
窓

口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

＊
本
人
運
転
の
場
合

①
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
の
う
ち
該
当
す
る
も
の

（
複
数
あ
る
場
合
は
全
て
）

③
運
転
免
許
証
（
本
人
の
も
の
）

④
車
検
証

⑤
印
鑑

＊
家
族
運
転
・
常
時
介
護
者
運
転

の
場
合

①
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
う
ち
該
当

す
る
も
の
（
複
数
あ
る
場
合
は

全
て
）

③
運
転
免
許
証 

（
運
転
す
る
方
の
も
の
）

④
車
検
証

⑤
印
鑑

⑥
・
家
族
運
転
の
場
合

　
　

減
免
資
格
生
計
同
一
証
明
書

　

・
常
時
介
護
者
運
転
の
場
合

　
　

減
免
資
格
常
時
介
護
証
明
書

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
担
当

　

 （
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

■
⑥
の
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

　
（
内
線
１
８
２・
１
８
３
）

障がいの区分
障がいの級別

本人運転の場合
（障がい者本人が所有する車を本人が運転） 生計同一者（家族）運転又は常時介護者運転の場合

身
体
障
害
者
手
帳
【
赤
色
】

視覚障がい １級～３級・４級の１
聴覚障がい ２級・３級

平衡機能障がい ３級

音声機能障がい ３級 
（喉頭摘出による音声機能障がいがある場合に限る）

上肢不自由 １級・２級の１・２級の２ 
（両上肢の障がいのみ対象）

下肢不自由 １級～６級 １級～３級の１（両下肢の障がいのみ対象）
（３級の１は欠損に限る）

体幹不自由 １級～３級・５級 １級～３級

幼児期以前の非進
行性の脳病変によ
る運動機能障がい

上肢機能 １級・２級 
（一上肢にのみに運動機能障がいがある場合を除く）

移動機能 １級～６級 １級～２級・３級 
（一下肢のみに運動機能障がいがある場合を除く）

心臓・腎臓・呼吸器 
膀胱又は直腸・小腸の機能障がい １級・３級

免疫・肝臓機能障がい １級～３級

戦
傷
病
者
手
帳
【
黒
色
】

視覚・聴覚平衡機能障がい 特別項症～第４項症

音声機能障がい 特別項症～第２項症 
（喉頭摘出による音声機能障がいの場合に限る）

上肢不自由 特別項症～第３項症
下肢不自由 特別項症～第６項症及び第１款症～第３款症 特別項症～第３項症
体幹不自由 特別項症～第６項症及び第１款症～第３款症 特別項症～第４項症

心臓・腎臓・呼吸 
膀胱又は直腸・小腸機能障がい 特別項症～第３項症

療育手帳【紺色】 障がいの程度 Ａ

精神障害者保健福祉手帳【緑色】 １級

運転手 障がい者本人の状況 車の所有者 使用目的
障がい者本人 障がい者本人 目的は問わない

障がい者と生計を一にする者 
（家族等）

療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている 障がい者と生計を一にする者 
（家族等）

身体障がい者の
・通院  ･ 通学  ・通所
・通勤  ･ 生業に使用する。
（１年を通し、週三日以上
  もしくは総使用日数か、
  走行距離数の 50％以上）

上記以外
障がい者が１８歳以上 障がい者本人

障がい者が１８歳未満 障がい者と生計を一にする者
（家族等）

障がい者を常時介護する者 世帯全員が身体障がい者等 障がい者本人

軽自動車等の運転手、所有者及び使用目的の範囲

軽自動車税減免対象者の障がいの範囲

＊生計を一にする者（家族等）・常時介護する者が運転し、減免を申請する場合には、⑥（減免資格証明書）が必要です。

軽
自
動
車
の
減
免
申
請
は

　
　
５
月
26
日（
月
）ま
で
に

2014.5
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市
県
民
税
は
、
日
常
生
活
に
密

接
に
結
び
つ
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
税
金
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
た
び
、「
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団

体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施

策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る

地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法

律
」
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
26
年

度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年

間
は
市
民
税
と
県
民
税
の
均
等
割

額
が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
増
額
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
増
額
分
は
、
避
難
所
等
、

防
災
拠
点
や
防
災
設
備
等
の
整
備

な
ど
の
防
災
・
減
災
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
〜
１
５
５
）

　

市
で
は
平
成
25
年
度
に
引
き
続

き
、
市
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
収
納
業
務
を
つ
ぎ
の

と
お
り
委
託
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
自
治
法

施
行
令
第
１
５
８
条
第
２
項
お
よ

び
第
１
５
８
条
の
２
第
６
項
な
ら

び
に
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第

29
条
の
23
第
１
項
、
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
33
条
第
１
項
、
介
護
保
険
法
施

行
令
第
45
条
の
７
第
１
項
、
地
方

公
営
企
業
法
施
行
令
第
26
条
の
４

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
先
を

公
表
し
ま
す
。

※
上
下
水
道
料
に
つ
い
て
は
7
月

か
ら
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
す
。

■
委
託
先

　

地
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

　

株
式
会
社　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

収
納
課
管
理
担
当

（
内
線
１
６
４・
１
６
６
）

平成25年度まで 平成26～35年度

平成25年度まで

4,500円 5,500円

復興増税

1,000円

※一年間の年額です。
※県民税の均等割額には森林環境税500円を含んでいます。

復
興
増
税
に
よ
り

市
県
民
税
均
等
割
額
が
増
額
さ
れ
ま
す

市
税
等
の
収
納
業
務
を

委
託
し
て
い
ま
す

☆
定
期
予
防
接
種
の 

間
隔
の
緩
和
に
つ
い
て

　

予
坊
接
種
実
施
規
則
等
の
改
正

に
伴
い
、
４
月
１
日
よ
り
接
種
間

隔
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

■
該
当
の
定
期
予
防
接
種

　

①
四
種
混
合

　

②
ヒ
ブ

　

③
日
本
脳
炎

　

④
子
宮
頸
が
ん
予
防
（
２
価
）

※
具
体
的
な
接
種
間
隔
に
つ
い
て

は
、
保
健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

☆
子
宮
頸
が
ん 

予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
接
種
に
よ
る
副
反
応

報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
厚
生

労
働
省
は
現
行
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
積
極
的
勧
奨
を
行
わ
な
い
よ
う

勧
告
し
て
お
り
ま
す
。

　

接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
保
健
課

及
び
医
療
機
関
等
に
ご
相
談
の
う

え
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
リ
ス

ク
を
十
分
ご
理
解
の
う
え
で
接
種

の
ご
判
断
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
日
本
脳
炎
の 

予
防
接
種
に
つ
い
て

   

小
学
２
、
３
年
生
は
、
第
１
期

の
接
種
が
、
ま
た
18
歳
と
な
る
方

に
つ
い
て
は
、
第
２
期
の
接
種
が
、

予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し

控
え
に
よ
り
、
接
種
を
受
け
る
機

会
を
逃
し
て
い
た
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
対
象
年
齢
の
方
に
は
、

５
月
中
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
ご
案
内
対
象
者
以
外
で
、

平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
に
つ
い

て
も
、
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
場
合
は
、
公
費
で
日
本
脳
炎
の

定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
保
健
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

保
健
課
健
康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

 

☎
２
３
‐
４
３
１
０

予
防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

歯の健康無料相談のお知らせ
■日時　６月１日（日）９時 30 分～ 12 時 30 分
■会場　市民交流センター「ニコリ」1 階
■内容　歯科医師による健診及び相談
	 無料フッ素塗布等
■お問い合わせ　保健課健康増進担当
	 ☎２３‐４３１０
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甘
利
小
５
年
の
高
師
永
潤
（
た
か
し
・
え
い
る
）
君
は
、
昨
季
、

年
代
別
で
行
わ
れ
る
モ
ト
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
に
よ
る
レ
ー
ス
「
キ
ッ
ズ

ス
ー
パ
ー
ク
ロ
ス
６
５
Ｃ
Ｃ
ク
ラ
ス
」の
年
間
王
者
に
輝
き
ま
し
た
。

　

バ
イ
ク
好
き
の
父
慎
（
ま
こ
と
）
さ
ん
の
影
響
で
４
歳
か
ら
モ
ト

ク
ロ
ス
を
始
め
、
将
来
の
夢
は
「
世
界
一
の
モ
ト
ク
ロ
ス
レ
ー
サ
ー

に
な
る
事
」
と
、
日
々
厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

支
え
て
く
れ
る
人
へ
の 

感
謝
を
忘
れ
な
い

　

｢

将
来
の
夢
は
世
界
一
の
モ
ト

ク
ロ
ス
レ
ー
サ
ー
に
な
る
こ
と
だ

よ｣

ま
だ
あ
ど
け
な
さ
の
残
る
表

情
と
は
対
照
的
に
は
っ
き
り
と
し

た
口
調
で
話
し
て
く
れ
た
の
は
、

モ
ト
ク
ロ
ス
界
で
全
国
に
名
を
轟

か
せ
て
い
る
高
師
永
潤
君
、
ま
だ

10
歳
の
小
学
生
で
す
。
バ
イ
ク
好

き
の
父
の
影
響
も
あ
り
、
わ
ず
か

４
歳
に
し
て
モ
ト
ク
ロ
ス
レ
ー

サ
ー
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
永

潤
君
に
と
っ
て
モ
ト
ク
ロ
ス
は
も

は
や
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
週
末
と
も
な
れ

ば
、
練
習
や
レ
ー
ス
出
場
の
た

め
、
全
国
を
慎
さ
ん
と
駆
け
巡
っ

て
い
ま
す
が
、
危
険
を
伴
う
モ
ー

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
事
も
あ

り
、
常
に
生
傷
が
絶
え
な
い
そ
う

で
す
。
競
技
生
活
を
は
じ
め
た
当

初
は
、
母
麻
里
（
ま
り
）
さ
ん
は

心
配
で
仕
方
が
な
か
っ
た
そ
う
で

す
が
、
今
で
は
永
潤
君
が
大
会
に

出
場
す
る
際
に
は
、
食
事
や
精
神

面
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
良

き
理
解
者
で
も
あ
り
ま
す
。
モ
ト

ク
ロ
ス
は
非
常
に
手
間
や
経
費
の

か
か
る
競
技
で
す
。
永
潤
君
が
全

国
で
も
有
数
の
ラ
イ
ダ
ー
に
な
れ

た
背
景
に
は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か

ら
だ
と
慎
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
家
族
は
も
と
よ
り
、
地
域

の
方
々
や
慎
さ
ん
の
職
場
の
協
力

な
ど
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
応
援

の
も
と
に
永
潤
君
の
活
躍
が
あ
り

ま
す
。
永
潤
君
は
「
レ
ー
ス
で
優

勝
す
る
こ
と
も
大
切
だ
け
ど
、
応

援
し
て
く
れ
る
人
へ
感
謝
す
る
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
一
番
大

事
だ
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
今
年
の
目
標
は
８
月
に

開
催
さ
れ
る
Ｍ
Ｆ
Ｊ
モ
ト
ク
ロ
ス

全
国
大
会
で
初
優
勝
を
飾
る
こ
と

だ
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
た
永
潤

君
。
こ
の
韮
崎
の
地
か
ら
世
界
へ

羽
ば
た
い
て
ゆ
く
日
も
そ
う
遠
く

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夢は世界一の
モトクロスレーサー

プロフィール
高師永潤（たかしえいる )

平成 15年 5月 21日生まれ
4歳からモトクロスを始め、
数々の大会で優勝を重ねる。

甘利小 5年（旭町在住）
得意科目　算数
好きな食べ物　辛いもの
好きな言葉　成せばなる！

2014.5
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無
料
木
造
住
宅
耐
震
診
断

　

本
市
に
お
け
る
東
海
地
震
の
最

大
震
度
は
６
弱
と
想
定
さ
れ
て
お

り
、
次
の
対
象
住
宅
は
地
震
時
、

建
物
倒
壊
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

建
築
物
は
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
地
震
に
対
し
て
十
分
な
耐

力
を
も
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
耐
震
診
断
で
あ
な
た
の
家
の

安
全
性
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
住
宅

◎
昭
和
56
年
以
前（
旧
耐
震
基
準
）

に
建
築
さ
れ
た
木
造
個
人
住
宅

（
共
同
住
宅
を
除
く
）

◎
２
階
以
下
で
、
延
床
面
積

３
０
０
㎡
以
下
の
住
宅

◎
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
過
半
が

居
住
部
分
の
も
の

■
診
断
内
容

　

市
が
委
託
し
た
診
断
者
が
訪
問

し
、
住
宅
の
目
視
診
断
・
聞
き
取

り
等
を
行
う
２
時
間
程
度
の
調
査

で
す
。

　

診
断
結
果
が
耐
震
不
足
と
判
断

さ
れ
た
住
宅
は
、
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
、
耐
震
改
修
工
事
を
早

急
に
行
う
事
が
重
要
で
す
。

耐
震
改
修
設
計
費
助
成

　

改
修
設
計
に
対
し
20
万
円
を
助

成
し
ま
す
。

耐
震
改
修
費
助
成

　

改
修
工
事
に
対
し
60
～
80
万
円

を
助
成
し
ま
す
。
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
設
置
の
場
合
は
24
万
円
を
助

成
し
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
助
成

　

住
宅
の
長
寿
命
化
、
多
世
代
同

居
の
た
め
の
住
宅
改
修
の
促
進
、

並
び
に
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

◎
市
内
に
自
ら
所
有
し
、
現
在
居

住
し
て
い
る
個
人
住
宅
ま
た
は

併
用
住
宅

◎
建
築
後
５
年
経
過
し
た
も
の

■
対
象
工
事

◎
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
に
登

録
の
施
工
業
者
が
行
う
も
の

◎
住
宅
の
機
能
の
維
持
及
び
向
上

の
た
め
の
工
事
で
、
工
事
金
額

が
20
万
円
以
上
の
も
の

■
助
成
金
額

◎
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
１
／
10
以

内
と
し
、
上
限
10
万
円

◎
耐
震
改
修
工
事
を
同
時
に
行
う

場
合
は
、
上
限
20
万
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

建
設
課
建
築
営
繕
担
当

（
内
線
２
４
３
）

施　設 単　位 使用者・部屋区分
使　用　料

摘　　　要
市　内 市　外

大 部 屋
（相部屋）

宿　泊
（１人／１泊）

小中学校又は特別支援
学校の児童及び生徒 300 円 300 円

高等学校の生徒 510 円 510 円
その他 1,020 円 1,540 円

個　 室

宿　泊
(１部屋／１泊)

4 人部屋（5人） 6,170 円 8,220 円
8人部屋（9人） 12,340 円 16,450 円

休憩（1部屋） 4人部屋 2,050 円 3,080 円
8人部屋 4,110 円 6,170 円

炊 事 場 １人分／１回 100 円 100 円 宿泊並びに個室で休
憩される方は無料。シャワー 　１人／１回 100 円 100 円

寝 具 　１組／１回 300 円 300 円

　「山梨百名山」のひとつでもある甘利山は、６月中旬から下旬にかけて、レンゲツツジの大群落によっ
て山頂一帯が真紅に染まります。高山植物の宝庫としても知られ、夏から秋にかけては貴重な植物が
咲き誇ります。また、山頂からは富士山や八ヶ岳など、大パノラマも望むことができます。千頭星山
まで足を延ばせば、初心者向けのトレッキングも楽しめます。
　自然観察やハイキングの拠点として、グリーンロッジをぜひご利用ください。

■開設期間　５月１日～１０月３１日
■お問い合わせ　商工観光課観光担当
　　　　　　　　（内線２１３・２１４）
■お申し込み　甘利山グリーンロッジ　☎０９０－８５９５－６１４１
■利用料金

※宿泊者・部屋区分欄の（　）書は、エキストラベット使用時定員とする。
※シャワーご利用の方は、タオルをご持参ください。　※宿泊者以外の炊事場供用時間は、10時から 16時まで。
※自炊施設のため、食材は各自ご持参ください。　　　※小学校就学前の乳幼児は、施設使用料無料です。

木
造
住
宅
耐
震
に
対
す
る
各
種
制
度
の
ご
案
内

5 月 1 日 営業開始
甘利山グリーンロッジへ行こう！
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農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
変
更（
農
振
除
外
）の 

申
出
を
受
付

　

農
用
地
区
域
の
農
地
を
、
農
業

以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
た
め
に

は
、
農
業
委
員
会
に
お
け
る
転
用

手
続
き
を
行
う
前
に
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
を
申
請
し
て
も
、
転
用
目

的
・
申
請
地
・
所
有
地
等
の
状
況

に
よ
っ
て
は
農
用
地
区
域
か
ら
除

外
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
付
は
、農
振
除
外
後
、

早
期
の
転
用
が
確
実
で
、
転
用
目

的
が
明
確
で
あ
る
も
の
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

（
具
体
性
・
緊
急
性
に
欠
け
る
案

件
は
対
象
外
で
す
。）

■
申
出
受
付
期
間　

　

５
月
14
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

■
申
出
方
法　
農
林
課
窓
口
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付

書
類
を
添
え
て
、
提
出
し
て
下
さ

い
。

■
除
外
要
件

　

次
の
５
つ
の
除
外
要
件
を
全
て

満
た
す
も
の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

１
．
農
用
地
区
域
（
申
出
地
）
以

外
に
農
振
除
外
地
・
宅
地
・
雑
種

地
等
、
代
替
す
べ
き
土
地
を
所
有

し
て
い
な
い
こ
と
。

２
．
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る
農

用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率

化
、
そ
の
他
農
業
上
の
利
用
に
支

障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と
。

３
．
担
い
手
農
業
者
等
に
対
し
、

大
規
模
な
除
外
に
よ
り
、
安
定
的

な
営
農
、
経
営
す
る
一
団
の
農
用

地
の
集
団
化
、
農
地
の
利
用
集
積

に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

４
．
農
用
地
区
域
内
の
農
業
用
排

水
施
設
の
分
断
や
、
排
水
の
阻
害

等
、
農
業
用
施
設
の
機
能
に
支
障

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と
。

５
．
国
の
直
轄
又
は
補
助
に
よ
る

土
地
改
良
事
業
、
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
事
業
で
農
業
用
排
水
路
の
新

設
、
区
画
整
理
、
農
用
地
の
造
成

等
の
施
工
に
係
る
区
域
に
あ
る
場

合
は
、
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た

年
度
の
翌
年
か
ら
起
算
し
て
８
年

を
経
過
し
た
土
地
で
あ
る
こ
と
。

※
除
外
申
出
地
が
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
さ
れ
て
も
、
予
定
す
る
事

業
計
画
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
再
度
、
農
用
地
区
域
へ
編
入

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
農
振
除
外
し
た

農
地
を
事
業
計
画
の
変
更
等
に
よ

り
、
引
続
き
農
地
と
し
て
管
理
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、

農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
除
外
と
な
る
ま
で
の
期
間

　

農
振
除
外
が
決
定
さ
れ
る
ま
で

に
要
す
る
手
続
き
は
、
相
当
の
期

間
を
要
し
ま
す
。
事
業
計
画
を
検

討
す
る
際
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

（
内
線
２
２
３・
２
２
４
）

遊
休
農
地
等
利
用
促
進 

補
助
金
制
度

　

近
年
増
加
し
て
い
る
遊
休
農
地

等
の
解
消
を
図
る
た
め
、
農
地
に

賃
借
権
を
新
規
に
設
定
し
、
農
業

経
営
の
規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業

者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
農
地
を

借
り
て
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
を

す
る
者
及
び
農
業
生
産
法
人

■
補
助
金
額

①
賃
借
権
を
新
規
に
設
定
し
た
遊

休
農
地
（
10
ａ
あ
た
り
）

　

２
０
、０
０
０
円

②
賃
借
権
を
新
規
に
設
定
し
た
荒

廃
農
地
（
10
ａ
あ
た
り
）

　

５
０
、０
０
０
円

③
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
に
お

い
て
、
営
農
再
開
を
目
的
に
作

付
し
た
種
苗
等
の
購
入
費
（
消

費
税
を
除
い
た
総
額
の
４
分
の

１
に
値
す
る
金
額
）

■
補
助
要
件

①
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
に
指

定
さ
れ
て
い
る
農
地

②
農
業
委
員
会
を
通
し
て
５
年
以

上
の
賃
借
権
の
新
規
利
用
権
設

定
を
行
っ
て
い
る
こ
と

③
賃
借
権
の
利
用
権
設
定
面
積
が

５
ａ
以
上
あ
る
こ
と

※
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
掛

か
る
前
に
市
に
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。
解
消
前
の
状
態
を
市

で
確
認
で
き
な
い
と
補
助
金
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

　
（
内
線
２
２
３・
２
２
４
）

　市では、姉妹都市である米国カリ
フォルニア州フェアフィールド市と
交換留学生による相互交流を行って
おり、今年も引率者を含む７名が韮
崎市を訪れます。今回は、日本を
肌で感じたいと思っているフェア
フィールド市の学生及び引率者を、
家族の一員として、ホームステイで
受け入れていただける「ホストファ
ミリー」を募集しています。日本に
いながら多様な価値観や文化を共有
できる、素敵な体験ができるチャン
スです！ご応募をお待ちしています。

※今回の受け入れにご協力いただ
けるご家庭につきましては、１２
月～１月に予定しているフェア
フィールド市への派遣学生選考の
際に優先させていただきます。

■期間（予定 21 日間）
　７月 8 日（火）～７月２８日（月）
■応募締切　５月１４日（水）
※直接、下記窓口へお申し込みください。

◆お問い合わせ・お申し込み◆
韮崎市国際交流実行委員会事務局

（企画財政課企画推進担当内 内線 356）

特別な準備はいりません！
国際交流しませんか？
ホストファミリー募集
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フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
テ

レ
ビ
や
映
画
等
の
撮
影
場
所
の
誘

致
や
撮
影
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

下
の
写
真
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
花
子
と
ア
ン
」

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
、
藤
井
町
南

下
条
の
民
俗
資
料
館
の
敷
地
内
に

あ
る
蔵
座
敷
で
の
撮
影
の
風
景

で
、
こ
の
シ
ー
ン
は
、
主
人
公
が

住
む
村
の
教
会
と
い
う
設
定
で
放

映
さ
れ
ま
し
た
。

　

韮
崎
市
内
で
は
、
今
回
の
撮
影

以
外
に
も
、
別
表
の
と
お
り
ド
ラ

マ
や
映
画
な
ど
の
撮
影
が
多
数
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
型
連
休
に

ロ
ケ
地
め
ぐ
り
を
し
て
み
る
の
も

楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

　
（
内
線
２
１
３・
２
１
４
）

花子とアンの撮影風景
民俗資料館敷地内の蔵座敷（藤井町南下条）

民
俗
資
料
館
イ
ベ
ン
ト

「
蔵
座
敷
で
あ
そ
ぼ
う
！
」

～
折
り
紙
の
コ
マ
づ
く
り
＆
江
戸

時
代
の
お
買
い
物
ご
っ
こ
～

　　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
”朝
ド
ラ
“『
花
子
と

ア
ン
』
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
蔵
座

敷
で
遊
び
ま
せ
ん
か
？

　

よ
く
回
る
折
り
紙
の
コ
マ
を
作

っ
た
り
、
江
戸
時
代
の
お
店
で
お

買
い
物
を
す
る
ゲ
ー
ム
が
楽
し
め

ま
す
。
お
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

大
人
の
方
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！
連
休
の

ひ
と
と
き
、
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
お

座
敷
で
の
ん
び
り
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

がみがみがみ

■
日
時　
５
月
４
日
（
日
）

　

10
時
30
分
〜
15
時
ま
で
随
時
開

催
■
参
加
費
用　
無
料

■
そ
の
他

　

お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

民
俗
資
料
館

２
２-

１
６
９
６

★
民
俗
資
料
館
　
春
季
企
画
展

　
「
ね
が
う
コ
コ
ロ
～
節

供
・
お
祭
り
・
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
～
」

　　

５
月
５
日
は
端た
ん
ご午
の
節せ
っ
く供
で

す
。
明
治
時
代
ま
で
、
山
梨
に
は

「
お
か
ぶ
と
」
と
い
う
独
特
の
節

供
飾
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

男
の
子
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
飾
ら
れ
ま
し
た
。「
お
か

ぶ
と
」
以
外
に
も
、病
を
防
ぐ
「
ほ

う
そ
う
神
」
や
火
事
よ
け
の
「
秋

葉
講
」
な
ど
、
今
で
は
消
え
て
し

ま
っ
た
り
珍
し
く
な
っ
た
信
仰
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
昔
の

人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
こ
め

た
品
を
展
示
し
ま
す
。
市
内
の
珍

し
い
お
祭
り
や
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
」
も
紹
介
し
ま
す
よ
。

■
主
な
展
示
資
料

　

お
か
ぶ
と
・
押
絵
雛
・
秋
葉
権
現

の
お
札
・
駒
ケ
嶽
講
資
料
な
ど

■
期
間

　

４
月
29
日
（
火
・
祝
）

　
　

～
６
月
22
日
（
日
）

※
月
曜
と
祝
日
の
翌
日
及
び
木
曜

日
の
午
前
中
は
休
館
と
な
り
ま
す

■
時
間

　

９
時
～
16
時
30
分

■
入
館
料　
無
料　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

民
俗
資
料
館　

２
２-

１
６
９
６

民
俗
資
料
館
へ

行
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
け

　

緑
の
葉
な
ど
を
拾
い
集
め

て
、
画
用
紙
に
貼
り
付
け
る

ア
ー
ト
体
験
で
す
。

　

ど
ん
な
落
ち
葉
を
使
っ
て

ど
ん
な
絵
を
描
く
の
か
？
想

像
力
を
伸
ば
す
自
然
工
作
で

す
。

　

ど
な
た
で
も
楽
し
く
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
5
月
17
日
（
土
）

　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

■
定
員　
　

15
名

■
参
加
費　
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

穂
坂
自
然
公
園

　

☎
３
７-

４
３
６
２

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
植
物
ア
ー
ト
体
験
」

ジャンル 番組名等 ロケ地
映画 魔女の宅急便 青木鉱泉
テレビ番組 アカン警察 穂坂自然公園など
テレビＣＭ ニチイ学館 白沢川近辺
テレビドラマ 花子とアン 韮崎市民俗資料館など
商品広告 サントリー 甘利山
ＷＥＢ広告 Ｓ ony Global α CLOCK 甘利山

■撮影実績
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　地域の方々に愛され続けてきた円野保育園が３月で
休園となりました。
　３月２２日には、６０年の歴史の中で延べ１，
２１１名の園児を送り出した園舎において休園式が行
われ、在園児のほか地域の方々や卒園者も参加して思
い出を振り返りました。

思い出がいっぱい・・・。

　３月１５日に、男性ボランティア
の会の皆さんにより市立病院の植木
の剪定が行われました。
　当日は、病院ボランティアの方も
加わり、樹木がきれいに整備されま
した。これからの新緑の季節が楽し
みですね。

環境美化ボランティア

　３月２８日に韮崎市交通安全協会のみなさま
から、４月から小学校へ入学される新入生のた
めに、交通安全の願いが込められた傘が寄贈さ
れました。　

交通安全協会から新入生たちへ

「元気な韮崎をみんなでつくりたい！」
　そんな想いから始まった「まちなか市民会議」。４
月３日には、駅前にあるカフェで市民会議初となる交
流会が開催されました。
　当日は約３０名の皆さんが参加し、町づくりのアイ
デアなどについて語り合いました。

元気な韮崎をみんなでつくろう！

2014.5
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　４月２日、祖母石に地元自治会や老人クラブの皆さ
んの手によって２本の桜の苗が植樹されました。
　これは、国の指定天然記念物で樹齢２，０００年の
山高の神代桜の桜の実から大切に育てられた苗です。
　開花までには、５年ほどかかりますが、成長すれば、
国道２０号線からも良く見えることでしょう。

　４月４日、市内小学校で入学式が行われました。
　当日は満開の桜と青空が新入生を祝福しているよう
で、元気な笑顔に包まれていました。
　たくさんの友達をつくって元気いっぱい学校生活を
送ってくださいね！

ぴかぴかの１年生！

２０００年後の笑顔のために、花は咲く……。

　４月５日、県下最大級のイベントである信玄公祭り甲州軍団出陣式
が行われました。
　韮崎市からは、大将に市議会議長の清水一氏、副将にちぼりアンナ
㈱の取締役工場長の神戸広明氏、武者にちぼりアンナ㈱の皆さんが扮
した「甘利備前守虎泰隊」が参加しました。
　戦国時代を彷彿させる勇敢な姿で、多くの方々を魅了していました。

甘利備前守いざ出陣！

　４月４日、わに塚のサクラのライトアップ点灯式が
行われました。
　２月の大雪の影響で、一部の枝が折れるという被害
にも見舞われましたが、力
強く咲き誇っている姿は訪
れた方の心を打っていま
した。

　また、音楽サークル「メイプル」の皆さんによる、オカリナの演奏も
あり、幻想的な雰囲気に包まれていました。

幻想的な音色に包まれて　～わに塚のサクラ～

韮
崎
中
央
公
園
に

汽
笛
が
鳴
り
響
く
！

こ
ど
も
の
日
は

乗
車
無
料
！

 

実
物
の
10
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
の

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
、
石
炭
を
焚
い
て

黒
い
煙
を
吐
き
な
が
ら
、
緑
の

林
の
中
に
あ
る
全
長
２
４
２
ｍ

の
線
路
を
力
強
く
走
り
抜
け
ま

す
。
ご
家
族
で
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗

車
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
運
行
日
時

　

４
月
～
10
月
の
日
曜
日
・
祝
日 

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

（
雨
天
時
の
運
休
あ
り
）

■
料
金

　

大
人
・
子
ど
も
共
に
１
回

１
０
０
円
（
３
歳
未
満
は
、

保
護
者
と
同
乗
で
無
料
）

　
「
こ
ど
も
の
日
」
は
全
員
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
都
市
計
画
担
当

（
内
線
２
５
０・
２
５
１
）
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問
合
せ
☎
２
２

－

１
１
２
１

ニ
コ
リ
総
合
受
付

フ
ェ
イ
ク
ス
イ
ー
ツ
教
室

　

か
わ
い
い
マ
カ
ロ
ン
の
フ
ェ
イ

ク
ス
イ
ー
ツ
に
イ
ニ
シ
ャ
ル
や
数

字
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ

グ
チ
ャ
ー
ム
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
５
月
24
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
１
階
会
議
室
５
・
６

■
参
加
費　
１
、５
０
０
円

■
定
員　
20
名

■
講
師　
ふ
る
や
ゆ
み
先
生

小
澤
輝
芳
氏
講
演
会（
無
料
）

　

元
韮
崎
高
校
の
教
諭
で
、

J
A
I
C
A
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
た
小
澤
輝

芳
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
５
月
24
日
（
土
）

　

14
時
～
15
時
30
分

■
場
所   

２
階
図
書
館
会
議
室

■
内
容  

南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
日
系

　

移
住
地
と
野
球

■
参
加
自
由

東
日
本
大
震
災 

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

「
し
ら
い
み
ち
よ
」
ラ
イ
ブ

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

「
し
ら
い
み
ち
よ
」
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
料
は
東

日
本
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て
寄

付
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　
５
月
23
日
（
金
）

　

19
時
開
演
（
開
場
18
時
30
分
）

■
場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
２
０
０
名

■
入
場
料　
３
、０
０
０
円

■
お
申
し
込
み

　

ア
バ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

☎
０
５
５
４

−

５
６

−

８
４
３
５

　

美
セ
ン
ト
（
清
水
）

☎
０
８
０

−

１
０
４
８

−

８
６
７
７

　
問
合
せ
☎
２
２

－

４
９
４
６

市
立
図
書
館

５
月
展
示 

「
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
本
」 

　
　
　
　
　
　
　

  

の
世
代

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に
ち

な
み
、
戦
後
日
本
を
世
代
別
に
本

で
振
り
返
る
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
展
示
期
間

　

５
月
１
日
（
木
）
～
29
日
（
木
）

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

市
内
で
活
躍
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
こ
ぶ
し
の
会
」

「
韮
崎
さ
ざ
な
み
の
会
」「
ひ
び
き

の
会
」の
皆
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

■
日
時　
５
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　
図
書
館
会
議
室

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
年
老
い
た
メ
ス
狼
と

女
の
子
の
話
」
野
坂
昭
如
作

　
　
　

朗
読　

小
澤
か
な
め
氏

「
如
林
寺
の
嫁
」山
本
周
五
郎
作

　
　
　

朗
読　

清
水
一
氏

「
桃
太
郎
vs.
金
太
郎
」　　

清
水
義
範
作

　
　
　

朗
読　

清
水
薫
氏

代
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座 

　
（
全
4
回
・
無
料
）

　

図
書
館
で
は
、
目
の
不
自
由
な

方
の
た
め
に
図
書
の
代
読
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

度
、
代
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

経
験
者
を
対
象
と
し
た
中
級
者

向
け
の
講
座
で
す
が
、
こ
れ
を
機

に
代
読
を
体
験
し
て
み
た
い
と
お

考
え
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
５
月
13
日
～
６
月
３
日

の
毎
週
火
曜
日

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
講
師　
山
梨
青
い
鳥
奉
仕
団

　
　
　
　

田
中
美
智
子
氏

■
場
所　
図
書
館
会
議
室　

■
定
員　
約
15
名

■
お
申
し
込
み　
５
月
１
日（
木
）

よ
り
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

た
は
電
話
に
て
受
付

　
問
合
せ
☎
２
３

－

７
６
７
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
サ
ロ
ン 

「
い
た
ず
ラ
ビ
ッ
ト
」

　

先
輩
マ
マ
た
ち
が
、
子
育
て
真

っ
最
中
の
マ
マ
た
ち
の
交
流
や
仲

間
作
り
を
応
援
し
ま
す
。

　

５
月
は
次
の
３
つ
の
イ
ベ
ン
ト

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
み

ん
な
で
子
育
て
ラ
イ
フ
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

イ
ベ
ン
ト
① 

お
話
し
ま
し
ょ
う
♪

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
み
ん
な

で
お
話
し
ま
し
ょ
う
。
お
や
つ
タ

イ
ム
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
お

楽
し
み
に
。

■
日
時　
５
月
８
日
（
木
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
龍
岡
公
民
館

　
（
龍
岡
町
下
條
南
割
1
0
0
7
）

■
対
象　
０
～
３
歳
ま
で
の
未
就

園
児
と
親
等

■
お
申
し
込
み　
要
電
話
予
約

イ
ベ
ン
ト
② 

雲
岸
寺
へ
お
散
歩

　

ニ
コ
リ
か
ら
雲
岸
寺
ま
で
の
ま

ち
な
か
散
策
を
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
５
月
15
日
（
木
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
集
合　
ニ
コ
リ
１
階
受
付
前
へ

10
時
20
分
ま
で
に
集
合

■
持
ち
物　
飲
み
物

■
対
象　
０
～
３
歳
ま
で
の
未
就

園
児
と
親
等

■
お
申
し
込
み　
要
電
話
予
約

イ
ベ
ン
ト
③ 

中
央
公
園
で
遊
ぼ
う

　

外
遊
び
が
気
持
ち
い
い
季
節
で

す
。
み
ん
な
で
公
園
で
の
び
の
び

遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
５
月
22
日
（
木
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
中
央
公
園
遊
具
広
場

　
（
藤
井
町
北
下
条
）

■
持
ち
物　
飲
み
物

■
対
象　
０
～
３
歳
ま
で
の
未
就

園
児
と
親
等

■
お
申
し
込
み　
要
電
話
予
約
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問
合
せ
☎
２
０

−

１
１
１
５

中
央
公
民
館

ワ
ー
ド
中
級
講
座
（
全
4
回
） 

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を 

作
っ
て
み
よ
う
！

　
画
像
や
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
を
活
用

し
て
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

す
る
ワ
ー
ド
の
技
術
を
学
ぶ
講
座

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時　
６
月
の
毎
週
火
曜
日

　

10
時
～
12
時
（
17
日
の
み
13
時

30
分
～
15
時
30
分
）

■
場
所

　

ニ
コ
リ
１
階
パ
ソ
コ
ン
室

■
対
象　
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が

出
来
る
方

■
定
員　
16
名
（
５
月
７
日
よ
り

受
付
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
講
師　
向
山　

幹
夫
氏

（
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル 

エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
主
宰
）

■
費
用 

１
、２
０
０
円（
教
材
費
）

■
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
（
当
日
購
入
可
）

〝
ザ
！
盆
栽
〟
講
座 

ミ
ニ
盆
栽
を 

　
　
　
作
っ
て
み
よ
う
！

　

海
外
で
も
人
気
の
、
ミ
ニ
盆
栽

を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
６
月
14
日
（
土
）

　

９
時
～
12
時

■
集
合　
８
時
45
分

■
場
所　
秋
山
盆
栽
園　

　

本
町
３
丁
目
１

−

50

■
内
容　
ミ
ニ
盆
栽
つ
く
り
、
盆

栽
に
つ
い
て
の
学
習

■
定
員　
10
名
（
５
月
７
日
よ
り

受
付
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
講
師　
秋
山　

実
氏

　
　
　
　
（
秋
山
盆
栽
園
）

■
費
用　
２
、０
０
０
円

■
持
ち
物　
剪
定
ば
さ
み

第
1
回
ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク 

山
本
周
五
郎
『
山
彦
乙
女
』

の
風
景
を
歩
こ
う

　

韮
崎
を
舞
台
に
し
た
怪
奇
ロ
マ

ン
小
説
、
山
本
周
五
郎
の
『
山
彦

乙
女
』。
小
説
の
舞
台
は
甘
利
山

山
麓
一
帯
で
す
。
小
説
に
登
場
し

て
く
る
場
所
や
周
五
郎
ゆ
か
り
の

お
墓
な
ど
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　
５
月
24
日
（
土
）

　

集
合　

９
時

　

解
散　

14
時
30
分
頃

■
集
合
場
所

　

ふ
る
さ
と
偉
人
館（
ニ
コ
リ
内
）

■
主
要
見
学
場
所　
ふ
る
さ
と
偉

人
館
・
山
本
周
五
郎
文
学
碑
・

周
五
郎
の
本
籍
地
な
ど
を
予
定

■
定
員　
40
名
（
要
申
込
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。）

■
参
加
費
　（
無
料
）

■
そ
の
他　
昼
食
等
は
各
自
で
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
雨

天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
受
付
期
間

　

５
月
７
日
（
水
）
～
22
日
（
木
）

　
（
平
日
の
９
時
～
17
時
）

　
問
合
せ
☎
２
１

−

３
６
３
６

ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

第
5
回
企
画
展 

「
山
本
周
五
郎
の
世
界
」
展

（
入
館
無
料
）

　
「
甲
州
を
題
材
に
し
た
作
品
」

と
「
甲
州
人
の
血
」
を
テ
ー
マ
に

企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
展
示
期
間

5
月
1
日
（
木
）
～

　

平
成
27
年
4
月
12
日
（
日
）

■
開
館
時
間　
9
時
～
17
時

第3回

韮崎を舞台にした小説「山彦乙女」の風景と周五郎文学碑
　韮崎を舞台にした小説に、山本周五郎の『山彦乙女』という作品があります。
　「山彦乙女」は甘利郷みどう一族の子孫、安倍半之助を主人公にした武田家
の遺産の謎をめぐる怪奇幻想的な小説ですが、その中には、甘利地域の地名が
数多く登場します。たとえば、「みどう一族」の「みどう」は、重要文化財の
木造阿弥陀如来のある神山町の願成寺周辺の地名「御堂」です。この他にも、
さわら池・甘利山・武田八幡宮・新府城・鳥井峠などがあります。実在する地名以外にも、伏岩や
蕨平などが登場します。
　さて、この小説の舞台を一望できる場所があります。それは、平和観音の立つ七里岩の先端です。
西方を眺めると小説の舞台となった甘利山や甘利地域を一望することができます。そこには昭和
４５年６月２２日に建立された山本周五郎文学碑がその風景を楽しむかのように立っています。碑
には『山彦乙女』の一節「はじめ韮崎という町に宿を取って春の来るまで付近のようすを見てまわ
った　そこは釜無川の東がわで川上のほうには　むかし武田勝頼の拠った　新府城の址がある　川
に面した断崖の上で石垣も塁も乱雑たる廃墟だったが　今でも土を掘れば刀の折れや　焼けた籾な
どが出るということである」と刻まれています。そして裏側には、周五郎のことについて、「旺盛な
る精神力の人　意欲的の人にして平素泣きごとは言わない根性の人なり」と刻まれています。そん
な周五郎の小説の舞台となった文化的な景観を七里岩の先端から、お楽しみください。
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お
知
ら
せ

韮
崎
高
校
吹
奏
楽
部 

第
44
回
定
期
演
奏
会

　

も
の
の
け
姫
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
や

ド
リ
ル
ス
テ
ー
ジ
な
ど
趣
向
を
凝

ら
し
た
演
目
で
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
す
。

■
日
時　
5
月
11
日
（
日
）

■
開
場　
16
時
30
分

■
開
演　
17
時

■
会
場　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮

崎
文
化
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

■
韮
崎
駅
か
ら
無
料
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
が
出
ま
す
。

　

※
16
時
15
分
韮
崎
駅
発　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

吹
奏
楽
部
顧
問　

仲
田

　

☎
２
２

−

２
４
１
５

平
成
26
年
度 

税
務
職
員
採
用
試
験
の 

お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
税

務
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

①
平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
高
校
ま

た
は
中
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
と
認
め
る
者

■
申
込
書
交
付
期
間

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
申
し
込
み

①
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

５
月
12
日（
月
）

　
　

～
７
月
２
日（
水
）

②
郵
送
・
持
参
申
込
用

　

５
月
12
日
（
月
）

　
　

～
６
月
26
日
（
木
）

　
　
（
土
・
日
は
除
く
）

■
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
23
日
（
月
）

　
　

～
７
月
２
日
（
水
）

②
郵
送
ま
た
は
持
参

　

６
月
23
日
（
月
）
～
26
日
（
木
）

■
試
験
日

①
１
次
試
験

　

９
月
７
日
（
日
）

②
２
次
試
験　

10
月
16
日
（
木
）
～
24
日
（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

甲
府
税
務
署
総
務
課

☎
０
５
５

−

２
５
４

−

６
１
０
５

初
め
て
の
楽
し
い 

フ
ラ
ダ
ン
ス
発
表
会

　

市
内
外
で
活
動
を
し
て
い
る
フ

ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
合
同

発
表
会
で
す
。

■
日
時　
５
月
17
日
（
土
）

　

13
時
30
分
開
演
（
13
時
開
場
）

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮

　

崎
文
化
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

■
入
場
料　
無
料

■
出
演　
韮
崎
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

　
　
　
　

須
玉
プ
ル
メ
リ
ア

　
　
　
　

白
根
フ
ラ
の
会

　
　
　
　

櫛
形
ア
ロ
ハ
フ
ラ

　
　
　
　

藤
井
フ
ラ
の
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
２
３

−

５
７
３
７
（
中
野
）

相 

談

ね
ん
き
ん
無
料
相
談

　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
方
は
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
５
月
13
日
・
９
月
９
日
・

　
　
　
　

11
月
11
日
・
3
月
10
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所

　

市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室
等

■
持
ち
物

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き

ん
特
別
便
一
式
」、「
年
金
証

書
」、「
印
鑑
」、「
年
金
手
帳
（
お

持
ち
の
場
合
）」
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
担
当

（
内
線
１
２
４・
１
２
５
）

行
政
相
談
員
へ 

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
無
料
）

　

行
政
へ
の
要
望
、
苦
情
、
意
見

に
対
し
、
行
政
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
相
談
日

　

毎
月
第
１
・
第
２
月
曜
日

　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
週
）

　

13
時
～
15
時
（
予
約
不
要
）

■
場
所　
市
役
所
１
０
２
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
６
）

特
設
人
権
相
談
（
無
料
）

　

い
じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
や
近

隣
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
侵

害
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

６
月
10
日
（
火
）

　

10
時
～
15
時

■
場
所

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

　

１
階　

会
議
室
１

■
担
当　
人
権
擁
護
委
員

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
６
）
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募 

集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

会
員
募
集
！

　

新
生
活
に
は
な
れ
ま
し
た
か
？

こ
こ
ろ
の
ゆ
と
り
が
で
き
ま
し
た

か
？
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
毎
日
を
元

気
に
暮
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

　

ス
ク
ー
ル
（
24
コ
ー
ス
）、
サ

ー
ク
ル
（
5
コ
ー
ス
）
と
い
っ
た

コ
ー
ス
が
あ
り
、
自
分
に
あ
っ
た

種
目
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

今
年
度
は
新
規
種
目
と
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
筋
力
ア
ッ
プ
体

操
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
フ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
２
１

−

２
２
５
５

懐
か
し
の
歌
声
サ
ー
ク
ル 

瑠
璃
の
会
参
加
者
募
集

　

青
春
歌
謡
を
み
ん
な
で
歌
う
こ

と
で
美
し
い
思
い
出
が
よ
み
が
え

っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
を

開
放
し
、
元
気
の
源
を
創
り
出
し

ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
毎
月
第
２
日
曜
日

　

13
時
15
分
～
15
時
15
分

※
今
月
は
、
５
月
11
日
実
施

■
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
「
ニ
コ
リ
」
１
階
音
楽
室

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
伴
奏　
大
久
保　

幸
氏

　
　
　
　
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
３
８

−

０
８
５
６
（
田
中
）

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

甲
府
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、

富
士
川
（
釜
無
川
）
及
び
笛
吹
川

に
お
い
て
河
川
を
や
さ
し
く
見
守

っ
て
い
た
だ
け
る
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
対
象
河
川
か
ら
概

ね
５
キ
ロ
以
内
に
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
方

■
応
募
人
員　
７
名

■
モ
ニ
タ
ー
期
間　
　
　
　
　
　

7
月
1
日
か
ら
２
年
間

■
応
募
締
切　
５
月
16
日
（
金
）

■
そ
の
他　
月
１
回
の
活
動
報
告

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
河
川
国
道
事
務
所

　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当

☎
０
５
５

−

２
５
２

−

８
８
８
８

団
員
募
集
・
韮
崎
東 

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

サ
ッ
カ
ー
好
き
な
男
の
子
、
女

の
子
、
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
で
汗
を

流
し
ま
せ
ん
か
？
小
さ
な
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
で
す
が
、
各
学
年
に
あ

っ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

見
学
・
体
験
か
ら
参
加
で
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象　
小
学
生

　
（
※
年
長
児
も
体
験
で
き
ま
す
）

■
練
習
場
所　
北
東
小
・
韮
崎
小

　
　
　
　
　
　

穂
坂
小

■
練
習
日
時

　

火
曜
日
・
木
曜
日

　
　

低
学
年　

19
時
～
20
時
30
分

　
　

高
学
年　

19
時
30
分
～
21
時

　

土
曜
日

　
　

低
学
年　

9
時
～
11
時

　
　

高
学
年　

9
時
～
11
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
２
２

−

２
７
１
４
（
岩
下
）

市の人口 ４月１日現在 （前月比）
男 １５，４１６人 －５１人
女 １５，６２３人 －５５人
計 ３１，０３９人 －１０６人
世帯数 １２，３９６世帯 ０世帯

韮崎市国民健康保険より
４月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保
険者負担額）は、132,988,280 円で、一人あ
たりの保険者負担額は、16,574 円 ( 前年同
月比 18.59% 減）でした。引き続き健康に気
をつけ、医療費の節約にご協力ください。

国道137号新御坂トンネル天井板撤去に伴う全面通行止めについて
国道137号新御坂トンネルは、トンネル防災対策（天井板撤去）工事に伴い、終日全面通行止となります。 
　■期間  平成 26 年 5 月 26 日（月曜日）午前 0 時～平成 26 年 6 月 30 日（月曜日）深夜 24 時
　■通行止め区間　一般国道１３７号と旧御坂みち（一般県道７０８号）との笛吹市側、河口湖側の各

分岐点間　※規制区間外については通常通り通行が可能です。
　■お問い合わせ　専用ダイヤル　TEL ０５５－２６１－１５２３（通行止め期間中）

東日本大震災義援金に
ご協力いただきありがとうございました

義援金総額は３月３１日で

　13,005,377円に達しました。
心より感謝申し上げます。

■お問い合わせ　福祉課 社会福祉担当（内線 181）
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　本年、本市において全国高校総合
体育大会のサッカー競技が行われま
すが、これに先立ち、全国高校総体
競技別ポスターコンクールで最優秀作
品に韮崎高校の古田茉穂さんの作品
が選ばれました。茉穂さんによると、

「シュートの瞬間を描き、丸はサッカー
ボールと日々の練習をイメージ、グラ
デーションはチームメイトがボールを

繋ぐ様子を描いた」そうです。3 月 20 日に市役所において、
表彰式が行われ、横内市長より賞状と副賞が贈られました。

　このたび、韮崎市名誉市民で、
北里大学特別栄誉教授大村智氏が
カナダ ガードナーグローバルヘル
ス賞を受賞しました。
　ガードナー賞は１９５７年に創
立された医学に関する世界的な賞
であり、最近１０年間でノーベル
生理学・医学賞を受賞した２８名
のうち、２０名がこのガードナー
賞を受賞しています。

　大村氏は４０年余、抗生物質を始めとする有用な微生物由

来の生物活性有機化合物の探索研究を行い、これまでに約

４７０種の新規化合物を発見し、その内２６化合物は医薬あ

るいは研究用の試薬として市販され広く使われております。

　なかでも、この度の受賞功績としてあげられているが、抗

寄生虫薬イベルメクチンの発見と開発に関するものであり、

大村氏が最初に抗寄生虫作用物質を産生するバクテリアを発

見後、米国メルク社との共同研究を進めた成果とのことです。

　本年１０月３０日（木）には、カナダトロント市で授賞式

が行われる予定です。

インターハイを彩るポスター

受賞おめでとうございます！

　韮崎市民交流センター「ニコリ」の来館者が３月
２６日に１００万人を達成しました。
　記念すべき１００万人目となったのは、藤井町南
下条の浅川瑛君、敬君ら家族４人です。
　当日は館内の子育て支援センターに遊びにきたと
のことで、母親の優子さんは、「週 2 ～３回は来て
おり、１００万人目ということでビックリしていま
す。二コリの良さをもっと多くの人に知ってもらい
たい」と話していました。

「ニコリ」来館者１００万人

　
信
玄
公
祭
り
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
信

玄
グ
ル
メ
横
丁
「
粉
も
の
決
戦
」
に
お

い
て
、韮
崎
に
ら
の
会
の
「
に
ら
ま
ん
」

が
み
ご
と
優
勝
の
信
玄
公
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。「
に
ら
ま
ん
」
は
韮
崎
を
元

気
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
生
ま
れ
た

ご
当
地
グ
ル
メ
で
、
大
判
焼
き
サ
イ
ズ

の
ニ
ラ
入
り
の
お
好
み
焼
き
で
す
。
当

日
は
、
焼
き
そ
ば
や
ほ
う
と
う
な
ど
を

提
供
す
る
７
団
体
が
参
加
し
、
来
場
者

に
よ
る
投
票
に
よ
り
優
勝
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
韮
崎
に
ら
の
会
の
木
内
吉
英
会

長
は
「
に
ら
ま
ん
を
通
し
て
も
っ
と
多

く
の
人
に
韮
崎
市
を
知
っ
て
も
ら
い
、

韮
崎
を
元
気
に
し
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
、
韮
崎
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

粉
も
の
決
戦

「
に
ら
ま
ん
」
優
勝
！
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月 火 水 木 金 土 日

　　 　　企画展
　「心に響く詩・花展」
　開催期間：〜６月22日ま

で（裏面参照）
「ジェネレーションと本」

　の世代展示
　〜 29 日（木）まで
　（P18 参照）

企画展
　『ねがうココロ』展
　4/29（火）〜6/22（日）

休館： （午前）

憲法記念日

休館：   

振替休日

休館：   

パパ・ママ学級
　13時30分〜
　A コース 1 回目。【要予約】
　妊婦の栄養や妊婦体操など

休館：

にこにこ子育て相談室
　9時30分〜16時30分
　【要予約】
　お子さんの気になる成長発

達・食事など。
ケロケロ隊定例会

　11時〜12時
　ボランティア募集中!!

育児学級
　13時30分〜14時30分
　出産後の様子や育児のこと

など
休館：

おはなし会
　14 時〜
　14 時 30 分
　幼児～小学校低学年
　【申込不要】

休館： 休館：   

抜き取ってご利用ください

みどりの日

蔵座敷であそぼう
　10〜15時
　おり紙のコマづくり＆江戸

時代のお買い物ゲーム
　参加費無料【予約不要】

休館：   

休館：       

　

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111  　 22－8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
母子健康手帳交付・

　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時

〔毎週第４木曜日・要予約〕
■無料法律相談
　13時～16時
　市役所4階401会議室
　問：企画推進担当（内戦356）

〔毎月第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎月第２・４火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工労政担当（内線 216） 

〔毎月第２・４木曜日〕
子育て相談

　10時30分～11時30分
　問：☎23－7676

〔随時・要予約〕

相談等 ※祝日は実施しません

5/3〜6、11、18、25
10時～12時、13時～16時
大人、子ども共に１回 100 円

（３歳以下は保護者と同伴で無料）

　 中央公園ミニSL運行日

こどもの日

ミニSL無料日
　（こどもの日）

休館：   

月5 2014
CALENDAR

皐　月

納期限（口座振替日）
6 月 2 日（月）

＊固定資産税　　　第１期
� 　　　　全期
＊軽自動車税
収納課徴収・管理担当
（内線163～166）

今月の納税

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜は午前8時30分～午前11時
※スポーツ外来
　木曜  午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜  午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
 ※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科
泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）

☎
２
２
ー
１
２
２
１

韮
崎
市
立
病
院  

本
町
３
丁
目
５
番
３
号

■家庭児童相談
　問：子育て支援担当（内線１７９）

市民栄養相談
　問：☎23－4310

3

10

4

116 7

1

8

2

95

5月1日
『花子とアン』

　ミニ企画展
「花子の生きた時代」展
〜9月30日まで



　

休館：   

　　

　 　 　

 　

●ねんきん無料相談
　9時〜16時
　市役所１０２会議室

体位測定 
　10時30分〜11時30分
　対象：0歳児【予約不要】

のびのび教室
　対象児：平成24年４月生
　受付：13時～13時15分
　親子あそびや歯科相談など

休館：

にら★ちびベイビー
　くらぶ
　＊6〜12か月児
　10時30分〜11時30分
　＊0〜5か月児
　13時30分〜14時30分
　ママの交流会・手型サービ

スなど
　材料費：おやつ代100円
　定員10組【要予約】

休館：

すくすく教室
　対象児：平成25年
　　　　　10月生
　受付：13時～13時15分
　離乳食の指導や離乳食の試

食など
●武田の里ライフカレッジ
　13時30分〜15時15分
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　『暮らしの中の法律問題』
　弁護士：北村晴男氏

休館： （午前）

ママのヨガtime
　13時30分〜
　14時30分
　ヨガスタジオ旭の奥脇育美氏
　定員10組【要電話予約】
　託児1人300円
●老壮大学
　13時〜　
　ニコリ3階多目的ホール
　「童謡には秘密がいっぱい」
　童謡博士　合田道人

●行政相談
　13時〜15時
　102会議室

休館：       
　　　  

避難訓練
　11時00分ごろ
　いざという時のために…避

難訓練で安全を確かめま
しょう【予約不要】
3歳児健診　

　対象児：平成23年4月生
　受付：13時～13時15分
　小児科医師・歯科医師の診

察
おそうじ大作戦

　14時ごろ【予約不要】

助産師さんと
　おしゃべり
　講師：助産師井上裕子氏
　各定員10組【要予約】
　＊6〜12か月児
　10時30分〜11時30分
　離乳食やはいはい・卒乳・

ママの健康相談など
＊0〜5か月児
　13時30分〜14時30分
　相談とベビーマッサージなど
　持物：バスタオル

よりみちアート
　13時〜15時
　「〜街をつくろう〜鉛筆え

んとつのお家つくり」
　講師：羽中田桂子氏
　かわいい木のお家作りです
　先着30名　
　材料費（一人）400円

休館：   

凡
　
例

：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～17時・休館：月曜日・休日の翌日）

：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～18時（入館17時半）
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～16時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

休館：

朗読のつどい
　14時〜15時
　対象：成人一般、学生、
　目の不自由な方など
　【申込不要】（P16参照）

植物アート体験
　10時〜12時30分
　定員15名

休館：

よちよち教室
　対象児：平成 25 年
　　　　　6 月生
　受付：13 時～
　　　　13 時 15 分
　市民交流センター内
　（ニコリ）韮崎市立図書館
　読み聞かせの部屋
　ブックスタート事業やお子

さんの事故防止など

休館： （午前）

歯科衛生士さんと
　おしゃべり
　10 時 30 分〜11時 30 分
　歯科衛生士　加賀美正江氏

によるお話や相談 ( 歯ブラ
シ持参）

　定員 10 組【要予約】
県外出身ママの会

　13 時 30 分〜14 時 30 分
　おやつタイム＆ママの交流会
　定員 10 組【要予約】

　休館：

●行政相談
　13時〜15時
　102会議室
●無料法律相談予約受付日
　8時30分〜
　定員6名

休館：       

休館：       

4か月児健診
　対象児：平成26年
　　　　　1月生
　受付：13時～13時15分
　小児科医師の診察など

にら★ちびキッズ
　くらぶ＊ 1 歳以上
　10 時 30 分〜11時 30 分
　親子遊び・シアター・工作
　パラシュート・しゃぼん玉

など
　定員 15 組【要予約】

誕生会
　13 時 30 分〜 14 時 30 分
　5 月生まれのお子さんのお

祝い　材料費 100 円
　定員 10 組【要予約】
休館：

3B体操　
　ビューティー
　アップキャンペーン
　10時30分〜11時30分
　日本3B体操協会　岡崎万

里氏
　持物：汗拭きタオル・水分
　定員20組【要予約】　

休館： （午前） 休館：   

サリー＆タケ
　13時〜15時
　「人形劇＆牛乳パック人形

作り」
　パフォーマンス：
　相吉くに子氏・丈雄氏
　楽しい人形劇も登場♪
　参加希望者は、牛乳パック

持参

休館：

：穂坂自然公園
　　利用時間：4月～11月　9時～17時
　　　　　　　12月～3月　9時～16時
　　穂坂町三ツ沢3507ｰ1
　　☎37ｰ4362

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316
○乳幼児の健診
　持物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

○子育て教室
※よちよち教室は、市民交流センター
　２階図書館内読み聞かせの部屋
　持物：母子健康手帳、筆記用具など
○育児健康相談等
　持物：母子健康手帳
○健康づくり教室
　持物：各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）
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5 月 22 日

だっこの会
　11 時〜 11 時 30 分
　わらべ歌、絵本の読み聞

かせ、手遊びなど
　対象：乳幼児
　【申込不要】

5月14日
1歳6か月児健診

　対象：平成24年10 月生
　受付：13時～13時15分
　小児科医師・歯科医師の診察



　

韮崎大村美術館特別企画展 
「心に響く詩・花展」
■開催期間　３月 21日（金・祝）～６月 22日（日）
　企画展として、収蔵品
の中から「花」を主題と
した作品を紹介いたし
ます。鮮やかな色彩で描
かれたバラ、趣ある桜や
椿など、画家たちの心象
風景を感じていただけ
る多彩な作品をご覧く
ださい。梅原龍三郎の
《アネモネ》や、堀文子
の最新作で、これまで主
役になることのなかっ
た雑草たちを描いた《檜

扇水仙》、岸田夏子の幻想的な桜を描いた《幻桜》
など、33点の作品を展示しています。
■開館時間　10時～ 18時（入館は 17時半まで）
■休 館 日　水曜日
■入 館 料　大人　　510 円
　　　　　　小中高　210 円
　　　　　　市内在住・在学の小中学生無料
＊１年間何度でも入館できる大変お得な年間パス
ポート（大人１名 3,080 円）も受付中です。
■お問い合わせ（水曜日除く、10時～ 18時）
　韮崎大村美術館　☎ ２３―７７７５
　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

● ５月休館日 ●
７日（水）・１４日（水）・２１日（水）・２８日（水）
なお、４月より閉館時間が１８時（入館は１７時
半まで）です。

金山桂子《赤いガラス花瓶とバラ》

新聞の訪問販売について
最近、特に若い世代では、新聞を定期的に購読しないという風潮も
ありますが、高齢の消費者に対する長期契約は注意する必要があり
ます。

●長期の契約では、介護、入院などの理由で購読を続けられなくな
る可能性がありますが、解約を申し出たとき、景品の代金や違約
金を請求されるケースがあります。先の見通せる範囲で契約する
ようにしましょう。
●「○年○月～○年○月」などと期間が決まっている購読契約は途
中でやめることが難しいので、注意が必要です。
●高額な景品はトラブルの元になりやすいため、受け取らないよう
にしましょう。

新聞の勧誘員から強引に購読を勧められるということもあります。
別の新聞を取っているからと断っても、何年後でもいいからと言わ
れ、断りきれないということもあります。

●購読開始時期が「1年後の○月から」といった数カ月～数年先の
契約をさせられるケースでは、配達が始まって初めて契約してい
たことに周囲が気づくこともあります。
●ドアを開ける前に業者名と用件を聞き、必要なければきっぱりと
断りましょう。

訪問販売での新聞の購読契約は、契約書を受け取ってから8 日間は
クーリング・オフの制度で無条件解約ができます。
必要ないと思ったら、期間内にハガキに契約解除の通知を書き、簡
易書留で出しましょう。

A.誰しもが思う悩みです。人間の体は、機械の部品と同じで、若い頃から無理をかければそれだけ傷んできます。大きな故障なく使
うことができるのは50歳までと思います。つまり

使用期限は50年！50歳を過ぎると体の部品が壊れてくるので、無理がか
かると痛みを生じます。医学は魔法ではないので、体を若い頃のように元
どおりに治すことはできません。しかし、自分の体が傷んできていること
を自覚し、ふだんの生活を工夫することによって痛みを少なくすることが
できます。そのためには家族の支えも重要です。また、いろんな薬をうま
く使うことによって、少し楽に暮らすことができるので、医者は、このお
手伝いをすることができます。肩、腰、膝などの痛みを軽くするための治
療の主役はご本人であって、医者は脇役だと思ってください。

歳のせいか、肩、腰、膝などが痛く、治療に
通っても治りません。今までは、こんなこと
はなかったのですが。

アドバイザー　韮崎市立病院
整形外科部長　神平　雅司

市民のみかた　消費者生活相談窓口
おかしいな？と思ったらまずは相談
消費者トラブルにあったら
商工観光課商工労政担当
☎２２―１１１１（内線２１６）
月〜金曜日　８時 30分〜 17時 15分
毎月第２第４火曜日は消費生活相談員が市
役所の１０２会議室で相談を承ります。



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）

	 1日、	 5日
	 8日、	12日
	15日、	19日
	22日、	26日
	29日　

  7日、21日

ー 28日 6日
●市役所裏駐車場
　3日、10日、17日、
　24日、31日
　13時～ 16時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　10日、24日
　13時～16時
●龍岡公民館グラウンド
　10日、24日
　13時～16時

5月24日（土）
9時～11時
エコパークたつおか
（☎22-3437）へ直接搬入。
運転免許証により、韮崎市民
であることを確認します。

※お店や事業所から出たも
　のは搬入できません。
※普通乗用車、軽自動車以
　外での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 14日 ー 13日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石 	 2日、	 9日

	13日、	16日
	20日、	23日
	27日、	30日

14日、28日

ー 21日 20日

旭・大草・龍岡 7日 ー 27日

５月のごみ収集日程　

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出、西町、
富士見ヶ丘、中島、高河原	 １９日（月）
富士見、岩下、上の山	 １日（木）・２０日（火）
穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保
	 ２日（金）・２２日（木）
穂坂町、日の城、三之蔵、三ツ沢上下、飯米場、柳平、
宮久保、鳥の小池	 ７日（水）・２３日（金）
藤井町全区	 ８日（木）・２６日（月）
中田町全区・穴山町全区	 ９日（金）・２７日（火）
円野町全区	 １２日（月）・２８日（水）
清哲町全区・神山町全区	 １３日（火）・２９日（木）
旭町全区 	 １４日（水）・３０日（金）
大草町全区・竜岡町全区	 １５日（木）
●老壮大学	 １６日（金）
●静心寮	 ２１日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。
■お問い合わせ　老人福祉センター

（☎２２－６９４４／ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（５月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝　１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時

※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール
　ワークショップ開催
　毎年好評をいただいておりますワーク
ショップを今年度も5月から開催します。
この機会に芸術・文化を肌で体験してみま
せんか？

＊『落語ワークショップ』
5月より毎月第二木曜日
18時30分～20時30分・会議室
参加料1回大人2,500円・
高校生以下1,500円（全10回）
　講師に春風亭柳之助師匠を迎え、落語を
通じて「話す楽しさ」を体験できます。皆さ
んも落語を一席話せるようになりますよ！
＊『陶芸ワークショップ』
5月より毎月第二土曜日
9時30分～11時30分・能穴焼工房
参加料1回2,000円（全10回）
　普段使いの湯呑から晩酌に使う徳利、食
卓に並べるお皿やお花を活ける花瓶まで。

そんな器をご自分で作ってみませんか？能
穴焼窯元主人の林茂松先生と自然に囲まれ
た穴山の地でゆったり味わう創作のひとと
きを是非お楽しみください。

☆三井住友海上文化財団派遣コンサート
　ＮＨＫ交響楽団メンバーと日本のトップ
　アーティストによる名曲の旅コンサート
9月15日（月・祝）14時開演・大ホール
ヴァイオリン：永峰高志、フルート：菅原潤、
テノール：五郎部俊朗、ピアノ：三木香代
【全席指定】
一般1,500円／高校生以下1,000円
※未就学児入場不可
※本コンサートは（公財）三井住友海上文
化財団の助成により低料金に設定してお
ります。

■6月7日（土）10時より発売開始
　（当ホールの発売初日は窓口販売のみ）

☆東京フィルハーモニー交響楽団 演奏会
10月13日（月・祝）14時開演・大ホール
指揮：渡邊一正、ピアノ：小山実稚恵
ラフマニノフ作曲 ピアノ協奏曲第二番　
ハ短調 ほか
【全席指定】Ｓ席4,000円／Ａ席3,000円
※未就学児入場不可
■6月21日（土）10時より発売開始
　（当ホールの発売初日は窓口販売のみ）

	 ©K.Miura

お問い合わせ
　東京エレクトロン韮崎文化ホール

　☎２０－１１５５　 ２２－１９１９



料金受取人払

韮崎局承認

190

差出有効期間
平成28年

３月31日まで
（切手不要）

４ ０ ７ ８ ７ ９ ０

郵 便 は が き

受
取
人

韮
崎
市
水
神
一
丁
目
三
番
一
号

韮
崎
市
長横

　
内
　
公
　
明
行

ご住所　　〒
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ふりがな 年齢　　　　歳

性別　　男・女

電話番号 職業

私の提案カード
◆◆◆◆　あなたの声を市政に　◆◆◆◆

　韮崎市では市民の皆さんの声を市政に反映させるため、はがきによる市民提案制度
を実施しています。
　日常生活や地域での課題など、ご意見ご提案を韮崎市にお寄せください。

韮崎市長　横　内　公　明

１．ご提案の際には必ず必要事項を記入のうえ、切手を貼らずにお近くの郵便ポストにお入れください。

２．お寄せいただいたご提案については、十分に検討させていただき、できる限り市政に反映できるよ
うに努めます。

３．このはがきの有効期限は、平成 28 年 3 月 31 日までです。

４．市民提案制度のお問い合わせは、企画財政課企画推進担当へ
　　　　　　　　　　　　　　☎ 22-1111　内線　355・356・357

切
り
取
り
線

料金受取人払

韮崎局承認

190

差出有効期間
平成28年

３月31日まで
（切手不要）

４ ０ ７ ８ ７ ９ ０

郵 便 は が き

受
取
人

韮
崎
市
水
神
一
丁
目
三
番
一
号

韮
崎
市
長横

　
内
　
公
　
明
行

ご住所　　〒

お名前
ふりがな 年齢　　　　歳

性別　　男・女

電話番号 職業

切
り
取
り
線



■ご意見をお寄せいただく前に

防犯灯の設置につきましては、地区長さんからの申請により、現場確認後順次設置しています。
設置後の電気料や電灯が切れた場合の修繕・維持管理などは地元でお願いすることになります。
　総務課防災交通担当　☎ 22-1111　内線 339

水路・道路の拡幅などにつきましては、地区の要請として地区長さんを通じてお受けしております。
地元地区長さんへお話しくださいますようお願いします。

○防犯灯の設置

○水路・道路の拡幅等

■メールによる提案

○インターネットからの受付
市役所ホームページ（下記アドレス）の入力様式から、メールでもご提案いただけます。
http://www.city.nirasaki.lg.jp/

私 の 提 案

件 名
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